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§１．研究成果の概要 

 

 硫黄原子と熱重合性のアセチレン基を導入した多核芳香族分子を不活性ガス下で焼成したとこ

ろ、得られたカーボンに硫黄原子が 14.8 wt%程度存在していることが分かった。従来は焼成により

多くの硫黄原子は消失してしまうが、本手法により硫黄原子を大量に含むカーボンを得ることに成

功した。またアセチレン部位を導入した金属配位子を用い、ルテニウム錯体を合成した。得られた

錯体を焼成したところ、高効率でカーボンを得られ、出発原料由来の長周期構造を有していた。さ

らに金属の凝集も確認されず、カーボン中で単核金属として存在していることが明らかとなった。ポ

ルフィリン系以外の前駆体から 3D カーボンが得られた初めての例である。また Co 及び Cu 含有ポ

ルフィリンを混合した共結晶を焼成することで、Co, Cu をランダムに含有した 3D カーボンの合成を

行った。焼成後のサンプルの単粒子の内部には Co と Cu が均一に分散しており、狙い通りの構造

体が得られることがわかった。また Ni 含有ポルフィリンとフラーレンとの共結晶化を試みたところ、一

次元チャネルのポーラス構造を有する共結晶が得られることが明らかとなった。共結晶体の焼成に

よる 3D カーボンの合成を進めている。 

ラジカル反応への展開を目指し、得られたカーボン構造体へのラジカル付与の検討も進めてい

る。焼成により得られたポーラスカーボンにアリールラジカルを付加させたところ、ラジカルが増加し

た。得られたカーボンを用い酸化的脱水素反応について調査したところ、ラジカルを付与したカー

ボンを用いた場合のみ反応が進行することを見出した。 

モデル系として、単核金属を内包した共有結合性有機構造体（ＣＯＦ）を用いた電極触媒反応を

検討したところ、ギ酸・酢酸が主生成物として得られた。一方、ナノ粒子ではエチレンが主生成物と

して得られ、単核の金属原子とバルク金属との反応性の違いが明らかとなった。 
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